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＜感染症管理センター＞ 

概要 

 感染症管理センターは地域における感染症の発生を捉え、感染症診療の補助的役割を担う

部署である。感染症発生時は行政機関へ迅速に届出るなど感染症の蔓延防止に寄与すること

が目的となる。同時に、院内感染対策委員会やICT（Infection Control Team）に対して様々な情

報を提供している。私たち医療従事者が適切な院内感染防止対策が行えているかを監視する

“院内感染サーベイランス”も重要な業務である。近年、病院内だけでなく近隣の医療機関の間

で発生する医療関連感染が問題となっている。患者は症状に応じ、急性期病院、回復期病院、

介護施設などを経る。院内感染防止対策は複数の施設が集まって取り組む必要が生じてきた。

当センターは医療関連感染の拡大防止活動も積極的に行っていかなければならない。 

 2011 年4 月から、感染症発生動向調査のための届出業務を感染症管理センターが一手に引

き受けた。「感染症の予防及び感染症の患者に対する法律（感染症法）」では週報・月報、ある

いは診断後直ちに（または 7 日以内）に行政（管轄の保健所）に届出なければならない。この業

務が可能となった経緯は電子カルテとリンクした感染管理支援システム（BACT Web）の導入に

よるところが大きい。届出精度が高まったことに加え、現場スタッフによる積算業務を廃止するこ

とに繋がり、業務改善に貢献したと自負している。これにより、「麻しん・風しん全数報告」、「イン

フルエンザワクチン副反応報告」、「インフルエンザ入院サーベイランス」など新たに加わった

行政事業にも積極的に関わることができた。 

 次に職員健康外来の開設である。内科外来で毎月第2第、4火曜日に受診枠を設け、血液媒

介感染症や結核患者に曝露した職員などのフォローアップ診療を行った。約70 名が受診し、

延べ 100 日以上の診療を数えた。曝露状況によりワクチン防御や予防内服治療に至った職員

も存在した。曝露直後は感染症管理センター・スタッフ、あるいは管理当直医師などが緊急対

応した。緊急対応窓口の連絡経路を救急外来受付に依頼したことにより受診態勢の統一も図る

ことができた。加えて、豊橋市保健所の職員もこの緊急受診態勢に入ることができるようになっ

た。本年の診療対象者において感染者が発生しなかったことは幸いである。 

 本年はマイコプラズマ肺炎とインフルエンザが例年と比較して大流行した。外来受診者数の

増加もさることながら入院症例も多く、院内感染拡大を懸念する事態であった。院内感染対策

委員会等の指示で啓発ポスターの掲示や面会制限（原則1 名でマスク着用の励行）等を対策と

して行った。入院患者への拡大を最小限にとどめることができたため対策を評価している。また、

デング熱、レジオネラ症、ライム病など希な疾患に対する診療コンサルテーションも少なからず

受けることができた。 
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（権田秀雄、高橋一嘉） 

 



 
 平成 23 年度（2011 年度） 

                                      3/14                                      

 

 



 
 平成 23 年度（2011 年度） 

                                      4/14                                      

 

 



 
 平成 23 年度（2011 年度） 

                                      5/14                                      

 

 



 
 平成 23 年度（2011 年度） 

                                      6/14                                      

 

 



 
 平成 23 年度（2011 年度） 

                                      7/14                                      

 

 



 
 平成 23 年度（2011 年度） 

                                      8/14                                      

 

 



 
 平成 23 年度（2011 年度） 

                                      9/14                                      

 

 



 
 平成 23 年度（2011 年度） 

                                      10/14                                      

 

 



 
 平成 23 年度（2011 年度） 

                                      11/14                                      

 

 



 
 平成 23 年度（2011 年度） 

                                      12/14                                      

 

 



 
 平成 23 年度（2011 年度） 

                                      13/14                                      

 

業績 

• 学会・研究会発表 

• 座長 

• 講演 

• 論文 

• 著書 

学会・研究会発表 

1. 新生児医療センターで発生した２例の新型インフルエンザアウトブレイクの調査報告 

伊藤賀代子、高橋一嘉、山口育男、木下恵子、佐藤勝紀、佐藤眞由美、伊藤恵子 

日本環境感染学会総会（横浜）2011.2.18 

2. ICT 事務の活動報告 

伊藤恵子、高橋一嘉、山口育男、木下恵子、佐藤勝紀、佐藤眞由美、伊藤賀代子 

日本環境感染学会総会（横浜）2011.2.19 

 

座長 

1. 一般演題座長 

高橋一嘉 

中部地区中材業務研究会（名古屋）2011.2.3 

 

講演 

1. ICN が考えた中央材料室 

高橋一嘉 

ASP 感染対策セミナー（ジョンソン・エンド・ジョンソン）（静岡）2011.7.9 

2. 内視鏡室における感染防止技術 

高橋一嘉 

愛知医科大学看護学部認定教育課程「感染管理」（愛知）2011.11.21 
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3. 部門別感染防止技術～ICU/CCU,救急/外来における感染防止対策～ 

高橋一嘉 

愛知医科大学看護学部認定教育課程「感染管理」（愛知）2011.11.21 

4. 家庭で行う感染防止対策 

高橋一嘉 

公開健康講座（愛知県看護協会）（豊橋）2011.11.26 

 

論文 

1. 緑膿菌における抗菌薬感受性の推移 

佐藤勝紀、山口育男、木下恵子、高橋一嘉、伊藤賀代子、山本景三 

日本環境感染学会誌VOL.26, No.6, 392-400, 2011 

 

著書 

1. メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）対策 

高橋一嘉 

疑問解決 現場で役立つ感染対策パーフェクトガイド/学研メディカル秀潤社 

2. 小児病棟における感染対策の基本 

高橋一嘉、附柴陽子 

こどもケア 12・1 月号/日総研出版 

 

 

 

 

 

 

 

 


